
　『平家物語』の章段「扇の的」に登場する武将
で、弓矢の名手として知られる那

な す の よ い ち

須与一だが、
詳しい人物像をご存じだろうか。「扇の的」は源
平合戦の時代、香川県高松市の屋島を舞台とした
「屋島の戦い」の際に平家方が差し出した扇の的
を源氏方武将の那須与一が見事射ぬいたというス
トーリーで、中学校の教科書に掲載されるほど有
名な章段だ。だが、これほど有名であるにもかか
わらず、那須与一がどんな人物かは知られていな
い。
　「那須与一は実在しないがモデルはいた」――。
那須与一の謎をひもとき、新たな解釈を加えた国
学院大学文学部の野中哲

てっ

照
しょう

教授（日本中世文学、
軍記物語）が、那須家の系図の分析などから与一
の実在性を検証した。さらに与一の出身地から物
語に込められたメッセージについても考察した。
　野中教授は「与一には『反鎌倉・反体制』のメ
ッセージが込められている」とみる。その根拠と
なるのが、ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の13人」に
も登場する坂

ばん

東
どう

武者たちのヒエラルキーだ。
　坂東武者とは、京の都からみて東に位置する坂
東八カ国、今の関東生まれの武士を指すが、実
際には、中核をなす相

さがみのくに

模国（神奈川県）、武
むさしのくに

蔵国
（東京都および埼玉県）の武士に、その外縁にあ
る上

かずさのくに

総国、下
しもうさのくに

総国、安
あ わ の く に

房国、常
ひたちのくに

陸国、上
こうずけのくに

野国、
下
しもつけのくに

野国の武士が“次ぐ”存在として位置づけられて
いたという。与一の出身地である那須は、関東の
北辺の下野国（栃木県）の中でも北に位置し、最
も辺境の地といえる。「（与一を主人公にしたこと
で）相模や武蔵の武士ばかりが活躍したわけでは
ないという、反鎌倉幕府や反体制のメッセージが
読み取れる」（野中教授）。中面では与一の素顔に
迫るとともに、軍記物語を重層的に読み解く、野
中教授流の『平家物語』の楽しみ方も紹介する。
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夏
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の
大
祓

半
年
の
罪
穢
れ
を
祓
う

後期授業 ９月26日から開始
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妙
宣
寺 
豪
雨
の
あ
と
の
庭 

潔
し
―
。

　
　

ひ
ろ
く
流
る　ゝ

百
日
紅
の
は
な

 
（「
倭
を
ぐ
な
」）

 

釈　

迢
空

「
朝
花
」

　

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月
10

日
に
行
わ
れ
た
。
投
票
率
は
52
・
05
％

と
前
回
の
48
・
80
％
を
上
回
っ
た
▼
今

回
の
有
権
者
数
は
約
１
億
5
4
3
万
人

（
公
示
日
前
日
時
点
）
と
国
民
の
約
８

割
に
選
挙
権
が
あ
っ
た
計
算
に
な
る
。
国

民
が
初
め
て
投
票
し
た
国
政
選
挙
は
明
治

23
（
1
8
9
0
）
年
の
第
１
回
衆
議
院
議

員
選
挙
で
、
有
権
者
は
全
人
口
の
１
％

程
度
、
約
45
万
人
だ
っ
た
▼
選
挙
権
は

「
満
25
歳
以
上
、
直
接
国
税
15
円
以
上

を
納
め
る
男
子
」
に
限
ら
れ
、
大
正
14

（
1
9
2
5
）
年
に
納
税
額
の
制
限
は
無

く
な
っ
た
。
だ
が
、
女
性
の
選
挙
権
が
認

め
ら
れ
る
の
は
さ
ら
に
20
年
後
だ
▼
昭
和

20
年
に
よ
う
や
く
「
満
20
歳
以
上
の
す
べ

て
の
国
民
」
が
選
挙
権
を
有
し
た
。
戦
後

の
参
院
選
の
過
去
最
高
投
票
率
は
、
昭
和

55
年
の
第
12
回
選
挙
で
74
・
54
％
。
今
回

よ
り
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
か
っ
た
▼
国
政

選
挙
の
た
び
に
投
票
率
低
下
が
叫
ば
れ

る
。
報
道
な
ど
で
は
若
者
が
投
票
し
な
い

理
由
を
問
わ
れ
、「
ど
う
せ
何
も
変
わ
ら

な
い
」
と
回
答
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
18

歳
選
挙
権
は
若
者
の
声
を
国
の
未
来
に
生

か
す
た
め
と
い
う
目
的
で
始
ま
っ
た
が
、

投
票
率
と
い
う
点
で
は
厳
し
い
結
果
と
な

っ
て
い
る
▼
世
界
的
な
物
価
の
上
昇
や
安

全
保
障
問
題
、
S
D
G
ｓ
の
加
速
な
ど

国
内
外
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
全
て
私
た
ち
の
生
活
に
関
係
す
る
こ

と
だ
。
若
者
に
限
ら
ず
一
人
一
人
が
、

「
か
つ
て
は
国
政
に
参
加
す
ら
で
き
な
か

っ
た
時
代
が
あ
る
」
こ
と
を
思
い
出
し
、

選
挙
権
の
意
味
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ゼロから学んでおきたい『平家物語の世界』

謎多き坂東武者
那須与一の素顔に迫る

　

夏な

越ご
し

の
大
祓
が
６
月
30
日
、
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
前
庭
で
執
行
さ
れ

た
。
佐
栁
正
三
理
事
長
を
は
じ
め
教

職
員
ら
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
参
列

し
、
日
常
を
過
ご
す
中
で
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
心
身
に
積
も
っ
た
半

年
間
の
罪
穢
れ
を
お
祓
い
し
た
。

　

大
祓
は
、
大お

お

祓は
ら
え

詞の
こ
と
ばを
奏
上
し
、

白
紙
を
人
の
形
に
切
っ
た
人ひ

と

形が
た

で
体

を
撫
で
息
を
吹
き
か
け
罪
穢
れ
を
託

す
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
な
ど
の
神
事

で
心
身
を
祓
い
、
無
病
息
災
を
祈
る

も
の
。
６
月
と
12
月
の
年
２
回
、
宮

中
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
神
社
で
行

わ
れ
て
お
り
、
６
月
は
夏
越
の
大

祓
、
12
月
は
年
越
の
大
祓
や
師
走
の

大
祓
と
呼
ば
れ
る
。

　

本
学
で
は
大
祓
に
際
し
、
事
前
に

渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
人
形
と
お
祓
い
の
作
法
を
記

し
た
用
紙
を
頒
布
し
て
お
り
、
在
学

生
ら
を
は
じ
め
希
望
者
は
自
宅
な
ど

で
お
祓
い
が
で
き
る
機
会
を
設
け
て

い
る
。
当
日
も
事
前
に
回
収
用
の
箱

に
託
さ
れ
た
多
く
の
人
形
が
、
神
殿

前
で
祓
い
清
め
ら
れ
た
。

４・５面に関連記事 「奈良絵本 平家物語 」巻十一（国学院大学図書館蔵）
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与
一
の
モ
デ
ル
、
光
助
の
活
躍

　

「
那
須
与
一
は
実
在
し
な
い
が
、
モ
デ
ル
は
い

た
」
―
―
。
こ
れ
が
野
中
教
授
の
見
解
だ
。
こ
う

結
論
づ
け
る
材
料
に
な
っ
た
の
が
那
須
氏
の
系
図

『
群
書
類
従　

那
須
系
図
』
と
『
玉
燭
宝
典　

那

須
系
図
』
の
分
析
だ
。
系
図
で
は
与
一
と
そ
の
子

ど
も
、
２
代
続
け
て
実
子
が
な
く
、
養
子
で
繫
い

で
い
る
。「
他
に
血
縁
が
あ
る
兄
弟
が
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
血
縁
の
な
い
養
子
を
も
ら
い
、
跡

継
ぎ
に
さ
せ
て
い
る
系
図
に
不
自
然
さ
が
あ
る
」

（
野
中
教
授
）。『
玉
燭
宝
典　

那
須
系
図
』
に
も

与
一
の
名
前
は
な
い
と
い
う
。

　

で
は
、
与
一
の
モ
デ
ル
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

野
中
教
授
は
那
須
光
助
（
生
没
年
不
明
）
の
名
を

挙
げ
る
。
光
助
は
建
久
４
（
1
1
9
3
）
年
、
源

頼
朝
が
那
須
野
で
狩
り
を
し
た
時
に
、
現
地
（
栃

木
県
大
田
原
市
）
で
の
案
内
役
と
し
て
活
躍
し
た

弓
馬
が
堪
能
な
武
将
だ
。
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た

『
吾
妻
鏡
』
に
は
源
頼
朝
が
那
須
野
で
狩
り
を
催

し
た
時
に
、
光
助
が
案
内
役
を
務
め
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
野
中
教
授
は
「
光
助
は
大
田
原
市

北
金
丸
あ
た
り
の
出
身
で
、
壮
年
後
、
那
珂
川
水

系
の
一
級
河
川
で
あ
る
箒
川
の
流
域
に
拠
点
を
移

し
た
と
み
ら
れ
る
。
宇
都
宮
氏
、
小
山
氏
と
い
っ

た
周
辺
の
大
名
と
は
違
い
、
必
死
に
豊
か
に
な
ろ

う
と
し
た
開
拓
領
主
だ
っ
た
の
で
は
」
と
語
る
。

坂
東
武
者
た
ち
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

　

ま
た
、
与
一
の
存
在
に
は
「
反
鎌
倉
・
反
体

制
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
点
も

興
味
深
い
。
与
一
の
出
身
地
で
あ
る
那
須
は
、

関
東
の
北
辺
の
下
し
も
つ
け
の
く
に

野
国
（
栃
木
県
）
の
中
で
も
北

に
位
置
す
る
。
坂ばん
東どう
武
者
と
は
、
相さが
み
の
く
に

模
国
（
神

奈
川
県
）、
武むさ
し
の
く
に

蔵
国
（
東
京
都
お
よ
び
埼
玉
県
）

の
武
士
を
中
核
と
し
て
、
上かず
さ
の
く
に

総
国
、
下
し
も
う
さ
の
く
に

総
国
、

安あわ
の
く
に

房
国
、
常ひた
ち
の
く
に

陸
国
、
上
こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
、
下
野
国
の
武
士
が

そ
れ
に
次
ぐ
武
士
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
う

考
え
る
と
与
一
の
出
身
地
は
最
も
辺
境
の
地
と
い

え
る
。「
細
部
を
分
析
す
る
と
、
坂
東
武
者
は
均

等
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
相
模
を
第

一
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
」（
野
中
教
授
）

　

「
与
一
」（
余
一
）
と
い
う
名
前
か
ら
も
「
十

余
り
一
」、
す
な
わ
ち
十
一
男
で
長
男
や
次
男
、

三
男
と
い
う
嫡
流
格
の
子
で
は
な
い
末
端
性
が
う

か
が
え
る
。
加
え
て
、
与
一
の
乗
る
馬
の
鞍くら
に
描

か
れ
た
家
紋
の
「
丸
ぼ
や
」
は
、
大
木
に
寄
生
す

る
灌かん
木ぼく
の
ヤ
ド
リ
ギ
＝
写
真
左
＝
で
、
末
端
性
を

表
し
て
い
る
と
い
う
。

　

平
家
物
語
に
は
、
非
正
統

の
鎌
倉
方
武
士
た
ち
が
活
躍

す
る
章
段
が
多
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」
の
舞
台
で
あ
る
相
模
の

武
士
ば
か
り
が
活
躍
し
た
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
、
反
体

制
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取

れ
る
。

那須温泉神社

相模相模

上野上野

下野下野

武蔵武蔵

常陸常陸

下総下総

上総上総

安房安房

那須那須 坂
東
八
カ
国

い
く
さ
占
い
の
意
味
が
あ
っ
た

「
扇
の
的
」

　

野
中
教
授
は
「
扇
の
的
」
に
は
他
に
も
興
味
深

い
点
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
た
と
え
ば
平
家
は
ど

ん
な
意
図
で
「
扇
の
的
」
を
出
し
た
の
か
と
い
う

点
だ
。

　

野
中
教
授
は
「
い
く
さ
占
い
の
た
め
に
出
さ
れ

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
」
と
み
る
。
そ
う
考
え

ら
れ
る
根
拠
に
な
る
の
が
「
扇
の
的
」
の
そ
ば
に

立
つ
女
房
の
装
束
と
、
扇
の
色
柄
だ
。

　

女
房
の
装
束
は
上
が
ほ
ぼ
白
、
下
が
赤
に
見
え

る
衣
装
で
、
今
の
巫
女
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
。
扇
の
色
柄
も
一
般
的
な
宮
廷
女
房
の
持
つ
も

の
で
は
な
く
、
赤
地
に
金
箔
の
日
輪
を
押
し
た
も

の
で
年
始
の
祝
儀
な
ど
神
事
で
用
い
ら
れ
る
も

の
。「
巫
女
の
よ
う
な
格
好
を
し
た
女
房
が
、
神

事
で
し
か
用
い
ら
れ
な
い
扇
を
出
し
て
い
る
。
戦

場
で
あ
る
こ
と
、
源
平
が
対たい
峙じ
し
て
い
る
局
面
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
扇
の
的
が
い
く
さ
占
い
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
」（
野
中
教
授
）

　

那
須
与
一
が
扇
の
的
を
射
る
た
め
に
使
う
鏑
矢

も
、
神
事
で
用
い
る
も
の
だ
。
戦
で
使
わ
れ
る
征そ

矢や
に
比
べ
、
鏑
矢
は
先
端
に
重
心
が
偏
り
、
横
風

の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
不
利
な
点
が
あ

る
。
不
利
な
鏑
矢
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
は
い
く
さ
占
い
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

「
こ
の
意
味
が
分
か
る
こ
と
で
、
読
み
手
は
与

一
が
追
い
込
ま
れ
た
切
迫
感
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
与
一
が
『
扇
の

的
』
を
射
た
か
ら
こ
そ
、
源
氏
が
い
く
さ
神
の
加

護
を
引
き
寄
せ
、
源
平
合
戦
で
勝
利
し
た
の
だ
と

い
う
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
」（
野
中
教
授
）

敵
の
平
家
が
与
一
の
射
扇
を
称
え
た

の
は
３
回
揺
さ
ぶ
る
構
造
の
た
め

　

野
中
教
授
は
「
那
須
与
一
は
対
読
者
意
識
の
強

い
物
語
で
、
読
者
に
緊
張
を
強
い
て
、
緩
ま
せ

る
、
ま
た
緊
張
を
強
い
て
、
緩
ま
せ
る
と
い
う
読

者
心
理
を
３
回
揺
さ
ぶ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

物
語
の
最
後
に
緊
張
状
態
か
ら
読
者
を
解
放
す
る

必
要
が
あ
っ
た
」
と
解
説
す
る
。
敵
で
あ
る
平
家

が
与
一
を
称
え
る
の
は
内
部
論
理
と
し
て
は
不
自

然
だ
が
、「
源
氏
神
話
」
と
し
て
成
り
立
た
せ
る

た
め
に
、
平
家
に
も
祝
祭
に
参
加
さ
せ
て
い
る
の

だ
。
野
中
教
授
は
「
読
者
を
幸
せ
な
気
分
に
す
る

（
解
放
）
た
め
」
と
話
す
。

ド
ラ
マ
と
同
じ
「
V
字
型
」
で
、

軍
記
物
語
は
楽
し
め
る

　

野
中
教
授
が
軍
記
物
語
の
研
究
の
道
を
志
し
た

の
は
、
早
稲
田
大
学
時
代
に
、
国
文
学
者
の
梶
原

正
昭
・
名
誉
教
授
（
故
人
）
に
師
事
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
い
う
。

　

梶
原
氏
の
平
家
物
語
の
章
段
を
解
説
す
る
講
義

は
、
多
く
の
学
生
を
引
き
付
け
、
感
動
し
涙
す
る

学
生
も
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
野
中
教
授
は

「
２
年
続
け
て
同
じ
講
義
を
受
け
て
も
、
そ
の
た

び
ご
と
に
気
付
き
の
あ
る
名
講
義
だ
っ
た
。
国
文

学
の
研
究
の
道
に
進
み
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
大
学
院
の
博
士
課
程
で

も
梶
原
氏
の
研
究
室
に
助
手
と
し
て
在
籍
し
た
。

　

軍
記
物
語
も
映
画
や
ド
ラ
マ
と
同
じ
で
日
常
の

中
で
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
底
ま
で
落
ち
て

（
刺
激
）、
そ
の
後
、
解
決
す
る
（
安
定
）
と
い

う
「
Ｖ
字
型
」
の
展
開
が
多
く
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な

が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
え
る
楽
し
み
方
が
あ
る
と

い
う
。
新
著
『
那
須
与
一
の
謎
を
解
く
』（
武
蔵

野
書
院
）
に
は
一
般
の
人
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
で
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
表
を
多
く
つ

け
て
、
分
か
り
や
す
い
構
成
に
し
て
い
る
。

　

野
中
教
授
は
「
軍
事
が
好
き
だ
か
ら
軍
記
物
語

を
研
究
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
違
う
。
平
家
物
語
は
人
の
情
け
や
い
く
さ

の
異
常
性
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
軍
記

物
語
を
研
究
し
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

●
 

平
家
物
語　
平
清
盛
を
は
じ
め
と

し
た
平
家
一
門
の
栄
華
衰
退
を
描

い
た
軍
記
物
語
で
、
鎌
倉
時
代
に

成
立
し
た
と
言
わ
れ
る
。「
祇
園

精
舎
の
鐘
の
声
」
の
書
き
出
し
で

知
ら
れ
、
成
立
後
は
琵
琶
法
師
た

ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
全
国
へ
広

ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

● 

源
平
合
戦　
治
承
・
寿
永
の
乱
と

も
称
す
る
。
治
承
４
（
１
１
８

０
）
年
か
ら
元
暦
２
／
寿
永
４

（
１
１
８
５
）
年
の
６
年
間
に
わ

た
り
、
源
氏
を
中
心
と
し
た
勢
力

と
平
氏
政
権
と
の
間
で
起
き
た
内

乱
。
最
後
の
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平

氏
が
滅
亡
し
、
鎌
倉
幕
府
が
樹
立

さ
れ
る
。
倶く
利り
伽か
羅ら
峠
の
戦
い
や

一
の
谷
の
戦
い
、
屋
島
の
戦
い
な

ど
が
有
名
。

● 

屋
島
の
戦
い　
元
暦
２
／
寿
永
４

年
２
月
18
日
（
１
１
８
５
年
３
月

22
日
）
に
行
わ
れ
た
戦
い
。
源
平

合
戦
で
劣
勢
と
な
っ
た
平
氏
は
京

の
都
を
逃
れ
、
安
徳
天
皇
と
「
三

種
の
神
器
」
を
奉
じ
て
屋
島
に
拠

点
を
設
け
た
。
平
氏
は
瀬
戸
内
海

一
帯
の
支
配
権
を
保
っ
て
い
た

が
、「
三
種
の
神
器
」
奪
取
を
目

指
す
源
義
経
が
奇
襲
を
行
い
、
勝

利
を
収
め
た
。
す
で
に
九
州
一
帯

も
失
っ
て
い
た
平
氏
側
は
瀬
戸
内

海
で
孤
立
。
約
１
カ
月
後
の
壇
ノ

浦
の
戦
い
で
滅
亡
す
る
。

随所に書き込みがされた野中教授の研究ノート

の
な
か
・
て
っ
し
ょ
う　
博
士
（
文

学
）・
専
門
は
日
本
中
世
文
学
、
軍

記
物
語
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
後
期
単
位
修
得
退

学
、
鹿
児
島
国
際
大
学
教
授
な
ど
を

経
て
現
職
。
特
に
軍
記
物
語
を
専
門

と
す
る
が
、
領
域
を
超
え
て
歴
史

学
、
考
古
学
、
民
俗
学
な
ど
幅
広
い

視
点
か
ら
の
文
学
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

「ゼロから学んでおきたい『戦国時代』
  －人口爆発、豊かになった日本」
 文学部教授　矢部健太郎

「ゼロから学んでおきたい『古墳』
  －東アジアと連動していた百舌鳥・古市古墳群」
 文学部教授　青木敬

今までの学報で掲載した「ゼロから学ぶ」シリーズも掲載しています。野中教授の他の記事は
国学院大学メディアへ

那須与一は存在しなかった？
系図から読み解く平家物語の楽しみ方

「人間が生み出し続けてきた歴史の物語とは
  ～野中先生が軍記物語を紐解くわけ～」
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平
家
方
と
源
氏
方
の
屋
島
で
の
い
く
さ
（
屋
島

の
戦
い
）
は
、
決
着
が
つ
か
な
い
う
ち
に
日
没
を

迎
え
た
。
源
義
経
（
1
1
5
9
〜
1
1
8
9
年
）

が
撤
退
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、
沖
の
ほ
う
か
ら

立
派
に
飾
っ
た
小
船
が
漕
ぎ
よ
せ
て
き
て
、
平
家

の
女
房
が
扇
を
舟
の
上
に
立
て
、
手
招
い
た
。
義

経
は
、
那
須
与
一
に
掲
げ
ら
れ
た
的
を
射
落
と

す
よ
う
に
命
じ
る
。
与
一
は
鏑
か
ぶ
ら
矢や
を
取
っ
て
弓

に
つ
が
え
、
那な
須す
温ゆ
泉ぜん
大
明
神
（
那
須
温
泉
神

社
）
に
必
中
を
祈
念
し
、
十
分
に
引
き
絞
っ
て
か

ら
射
放
し
た
―
―
。

　

1
6
0
〜
1
9
0
も
の
章
段
が
あ
る
平
家
物
語

の
中
で
も
特
に
有
名
な
「
扇
の
的
」
で
活
躍
す
る

那
須
与
一
だ
が
、
そ
の
素
顔
は
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
。
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
謎
多
き
そ

の
素
顔
に
国
学
院
大
学
文
学
部
の
野
中
哲
照
教
授

（
日
本
中
世
文
学
、
軍
記
物
語
）
が
迫
っ
た
。

与
一
の
モ
デ
ル
、
光
助
の
活
躍

　

「
那
須
与
一
は
実
在
し
な
い
が
、
モ
デ
ル
は
い

た
」
―
―
。
こ
れ
が
野
中
教
授
の
見
解
だ
。
こ
う

結
論
づ
け
る
材
料
に
な
っ
た
の
が
那
須
氏
の
系
図

『
群
書
類
従　

那
須
系
図
』
と
『
玉
燭
宝
典　

那

須
系
図
』
の
分
析
だ
。
系
図
で
は
与
一
と
そ
の
子

ど
も
、
２
代
続
け
て
実
子
が
な
く
、
養
子
で
繫
い

で
い
る
。「
他
に
血
縁
が
あ
る
兄
弟
が
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
血
縁
の
な
い
養
子
を
も
ら
い
、
跡

継
ぎ
に
さ
せ
て
い
る
系
図
に
不
自
然
さ
が
あ
る
」

（
野
中
教
授
）。『
玉
燭
宝
典　

那
須
系
図
』
に
も

与
一
の
名
前
は
な
い
と
い
う
。

　

で
は
、
与
一
の
モ
デ
ル
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

野
中
教
授
は
那
須
光
助
（
生
没
年
不
明
）
の
名
を

挙
げ
る
。
光
助
は
建
久
４
（
1
1
9
3
）
年
、
源

頼
朝
が
那
須
野
で
狩
り
を
し
た
時
に
、
現
地
（
栃

木
県
大
田
原
市
）
で
の
案
内
役
と
し
て
活
躍
し
た

弓
馬
が
堪
能
な
武
将
だ
。
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た

『
吾
妻
鏡
』
に
は
源
頼
朝
が
那
須
野
で
狩
り
を
催

し
た
時
に
、
光
助
が
案
内
役
を
務
め
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
野
中
教
授
は
「
光
助
は
大
田
原
市

北
金
丸
あ
た
り
の
出
身
で
、
壮
年
後
、
那
珂
川
水

系
の
一
級
河
川
で
あ
る
箒
川
の
流
域
に
拠
点
を
移

し
た
と
み
ら
れ
る
。
宇
都
宮
氏
、
小
山
氏
と
い
っ

た
周
辺
の
大
名
と
は
違
い
、
必
死
に
豊
か
に
な
ろ

う
と
し
た
開
拓
領
主
だ
っ
た
の
で
は
」
と
語
る
。

坂
東
武
者
た
ち
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

　

ま
た
、
与
一
の
存
在
に
は
「
反
鎌
倉
・
反
体

制
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
点
も

興
味
深
い
。
与
一
の
出
身
地
で
あ
る
那
須
は
、

関
東
の
北
辺
の
下
し
も
つ
け
の
く
に

野
国
（
栃
木
県
）
の
中
で
も
北

に
位
置
す
る
。
坂ばん
東どう
武
者
と
は
、
相さが
み
の
く
に

模
国
（
神

奈
川
県
）、
武むさ
し
の
く
に

蔵
国
（
東
京
都
お
よ
び
埼
玉
県
）

の
武
士
を
中
核
と
し
て
、
上かず
さ
の
く
に

総
国
、
下
し
も
う
さ
の
く
に

総
国
、

安あわ
の
く
に

房
国
、
常ひた
ち
の
く
に

陸
国
、
上
こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
、
下
野
国
の
武
士
が

そ
れ
に
次
ぐ
武
士
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
う

考
え
る
と
与
一
の
出
身
地
は
最
も
辺
境
の
地
と
い

え
る
。「
細
部
を
分
析
す
る
と
、
坂
東
武
者
は
均

等
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
相
模
を
第

一
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
」（
野
中
教
授
）

　

「
与
一
」（
余
一
）
と
い
う
名
前
か
ら
も
「
十

余
り
一
」、
す
な
わ
ち
十
一
男
で
長
男
や
次
男
、

三
男
と
い
う
嫡
流
格
の
子
で
は
な
い
末
端
性
が
う

か
が
え
る
。
加
え
て
、
与
一
の
乗
る
馬
の
鞍くら
に
描

か
れ
た
家
紋
の
「
丸
ぼ
や
」
は
、
大
木
に
寄
生
す

る
灌かん
木ぼく
の
ヤ
ド
リ
ギ
＝
写
真
左
＝
で
、
末
端
性
を

表
し
て
い
る
と
い
う
。

　

平
家
物
語
に
は
、
非
正
統

の
鎌
倉
方
武
士
た
ち
が
活
躍

す
る
章
段
が
多
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」
の
舞
台
で
あ
る
相
模
の

武
士
ば
か
り
が
活
躍
し
た
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
、
反
体

制
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取

れ
る
。

ゼロから学んでおきたい『平家物語の世界』

那須与一は存在しなかった？
系図から読み解く平家物語の楽しみ方

この絵では、物語の記述とは異なり女房の装束は鮮やかに描かれている（出典：「奈良絵本 平家物語 」巻十一〈国学院大学図書館蔵〉）
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
夏季休暇中の事務休止日および
事務取扱時間について
内 下記の期間、大学事務を休止します
（一部変則あり）。夏季休暇中の開室
日・事務取扱時間の詳細は、大学ＨＰ
（ＱＲコード）で確認してください。
日 ７月25日～９月24日の㈯・㈰・㈷、８月９日㈫～
22日㈪

後期授業開始について
内 学部・専攻科・別科・大学院の後期授業開始は９月
26日㈪です。学年暦については学生生活ハンドブ
ックや大学ＨＰで確認してください。

令和５年度　大学院秋季入試
内 国学院大学大学院では、別表の日程で
令和５年度の秋季入試を実施します。
詳細は、大学院ＨＰ（ＱＲコード）で
確認を。
問大学院事務課（☎03・5466・0142）

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行って下さい

内 新卒応援ハローワークや専門の人材紹介会社に
よる対面の求人紹介イベントです。皆さんの就
活状況に応じた情報提供、個人面談も実施しま
す。
日８月３日㈬13時～、14時40分～（各回90分）
対４年生

第１回求人フェア

内 公務員志望者を対象にオンラインで個別面談を
行い、試験に対する情報提供や実力強化を行い
ます。本番を想定した１対１の面接指導から受
験する自治体、団体に関する相談まで不安や疑
問点をなんでも相談してください。
日８月５日㈮
対２～３年生

公務員志望者専用個別面談

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

「
支
持
待
ち
世
代
」（
!?
）

 

〜「
尊
在
感
」づ
く
り
を
〜

　
「
支
持
待
ち
世
代
」
と
い

う
の
は
、「
指
示
待
ち
世

代
」
の
間
違
い
で
は
な
い
の

か
。
そ
ん
な
読
者
の
声
が
聞

こ
え
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

今
の
学
生
た
ち
は
、
保
護
者

世
代
以
上
に
、
他
者
か
ら
承

認
さ
れ
る
こ
と
、
誰
か
が
自

分
を
支
持
し
て
く
れ
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
「
支
持
」
へ
の

欲
求
を
諦
め
た
ふ
り
を
す
る

学
生
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
若
者
は
、

と
り
わ
け
個
人
主
義
的
競
争

社
会
の
中
で
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
犠
牲
に
な
っ
た
子
ど

も
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

人
間
開
発
学
部
の
必
須
科

目
「
教
育
の
原
理
」
の
最
初

の
授
業
で
、
自
分
の
過
去
の

「
振
り
返
り
」
を
求
め
る
課

題
を
出
し
ま
し
た
。
次
は
、

そ
の
回
答
の
一
つ
で
す
。

　
「
い
じ
め
、
い
じ
め
と
社

会
は
問
題
に
し
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
こ
そ
、
日
本
の

競
争
的
学
歴
主
義
の
中
で
い

じ
め
ら
れ
て
き
た
の
で
す
」

　

入
学
課
の
依
頼
で
訪
問
し

た
出
前
講
座
先
の
高
校
で
、

潜
在
的
能
力
を
引
き
出
す

「
人
間
開
発
」
の
意
味
に
関

す
る
講
話
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
生
徒
と
一
緒
に
講
話

を
聞
い
て
く
れ
た
担
当
教
師

が
告
白
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、「
光
が
当
た
る
の

は
、こ
の
中
の
上
位
３
分
の
１

の
成
績
の
子
だ
け
だ
。残
り

は
光
が
当
た
ら
な
い
」と
げ

き
を
飛
ば
し
た
そ
う
で
す
。

　

教
師
は
受
験
に
向
け
て
励

ま
す
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
。

で
す
が
、
一
人
の
女
子
生
徒

が
言
い
放
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
で
も
、
誰
か
が
上
に
上

が
れ
ば
、
誰
か
が
下
に
落
ち

て
、
光
が
当
た
ら
な
く
な
る

の
で
し
ょ
う
」
と
。

　

中
学
生
を
対
象
に
自
己
肯

定
、
自
己
否
定
と
成
績
と
の

相
関
を
調
べ
る
「
自
己
認
識

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

仮
説
で
は
、
成
績
と
自
己
肯

定
感
と
は
相
関
、
で
し
た
。

　

し
か
し
、
結
果
は
そ
う
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
5
段
階

評
価
法
で
言
え
ば
「
３
」
の

中
位
の
生
徒
が
、
一
番
自
己

否
定
的
だ
っ
た
の
で
す
。
む

し
ろ
、
成
績
が
２
、
１
の
生

徒
の
方
が
、
自
己
肯
定
感
が

上
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

本
調
査
で
「
自
己
肯
定
」

と
は
、「
親
が
（
先
生
が
）

話
を
聞
い
て
く
れ
る
」「
親

が
（
先
生
が
）
期
待
し
て
く

れ
て
い
る
」
な
ど
、
17
項
目

で
す
。「
自
己
否
定
」
は
、

そ
れ
ら
が
「
い
い
え
」
で
す
。

　
「
普
通
の
子
（
日
本
の
標

準
的
な
子
）
が
キ
レ
る
」
と

い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま

し
た
。
筆
者
は
、
彼
ら
の
抱

え
る
こ
の
心
境
を
「
損
在

感
」
と
概
念
化
し
ま
し
た
。

　

掛
け
替
え
の
な
い
大
切
な

存
在
で
あ
る
と
い
う
「
尊
在

感
」
を
求
め
て
入
学
し
た
学

生
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　

前
回
、「
０
か
ら
の
学

び
」
を
提
唱
し
た
の
も
、
本

学
に
も
受
験
体
制
で
傷
つ
い

て
き
た
「
支
持
待
ち
」
学
生

が
少
な
く
な
い
か
ら
で
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
学
生
は
今
、

親
子
対
話
に
よ
る
心
の
ケ
ア

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、そ
の
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
壁
が
、「
こ
の
お

も
い
」が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
親
御
さ
ん
の
不
安
で
す
。

そ
う
し
た
壁
を
少
し
で
も
取

り
除
き
た
い
と
、こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

第12回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。

博物館
料無料
時 最新の開館日、時間は博物館ＨＰでご確認ください。
※ 博物館への問い合わせは☎03・5466・0359

国学院大学創立140周年記念企画展
「近代工芸の精華－有栖川宮家・高松宮家の
名品と金子皓彦寄木細工コレクション－」
内 有栖川宮家の祭祀を継承された高松宮宣仁親王
妃喜久子殿下のご高配により、本学では有栖川
宮家ならびに高松宮家ゆかりの品々を収蔵して
います。この両家伝来の品々に加え、寄木細工
の世界的コレクターでもある院友の金子皓彦氏
のコレクションも併せて展示し、明治期に輝い
た日本の精微で壮麗な近代工芸の数々をご覧
いただける記念展を開催いたしま
す。詳細は本学博物館ＨＰ（ＱＲ
コード）をご覧ください。
日８月31日㈬～11月６日㈰
場博物館企画展示室・校史展示室

新型コロナ関連のお知らせ

内 新型コロナウイルス感染症に陽性／濃厚接
触となった場合は以下の報告フォームに入
力してください。必要に応じ保健室から電
話で詳細を確認します。

　 ［本学ＨＰ］▷［在学生］▷［学生生活支
援］▷［保健室］▷［登校停止感染症の手
続き］▷［報告フォーム］

陽性／濃厚接触の場合は報告を

大学院　令和５年度秋季入試日程
研究科 区　分 専　攻 募集人員 願書受付期間 試験日・合格発表 手続期間

文
　
学

前
　
期

一　般
神道学・宗教学 10名

　８月26日㈮
～９月 ８日㈭

【試験日】
10月１日㈯
（口述試験）

【合格発表】
10月５日㈬

【一次手続】
10月12日㈬～18日㈫

【二次手続】
令和５年２月25日㈯
　　　～３月 ４日㈯

文　学 15名
史　学 20名

外国人
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

学内成績選考※1
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名

【試験日】
10月５日㈬
（口述試験）

【合格発表】
10月８日㈯

文　学 若干名
史　学 若干名

後
　
期

一　般
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

外国人
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

法
　
学

前
　
期

一　般

法律学

５名

【試験日】
９月24日㈯

【合格発表】
９月28日㈬

【一次手続】
10月１日㈯～７日㈮

【二次手続】
令和５年２月25日㈯
　　　～３月 ４日㈯

外国人 若干名
学内論文選考※2 若干名
学内成績選考※2 若干名
社会人 若干名

経
済
学

前
　
期

一　般

経済学

５名
外国人 若干名
社会人 若干名
学内推薦 若干名

※1 本学文学部４年生に限る　※2 本学法学部３年生または卒業見込みの者に限る



インタビューの詳細は、大学ＨＰ「国学院大学メディア」で公開中

Ⅱ 令和４年７月20日㈬　No. 714 K : D N A

団体・個人の成績
陸上競技部＝第38回U20日本陸上競技選手
権大会が６月９日から６月12日に国立競技
場（東京都新宿区）で行われ、男子5000m
で青木瑠郁選手（健体１）が13分59秒34の
自己新記録で２位となった。
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部に
所属する同部は、延期となった試合を除き第
12節が終了した７月15日時点で６勝５敗・
勝点18、全12大学中５位となっている。
ソフトテニス部＝第73回関東ソフトテニス
選手権大会（ダブルス）がサニーテニスコー
ト（千葉県白子町）で行われ、男子の西本
一雅選手（健体３）・金井亮太選手（観まち
１）ペア、女子の久保田茜選手（日文２）・
原千晴選手（中文２）ペア、寺澤佑珠妃選手
（日文１）・高嶺心萌選手（中文１）ペアが
それぞれベスト８となった。
卓球部＝関東学生卓球選手権大会が６月14
～16日に所沢市民体育館（埼玉県所沢市）
で行われ、女子シングルスで加賀美恵奈選手
（神文１）がベスト８、高橋沙希選手（法
４）がベスト16となった。

強化部会の主なスケジュール
硬式野球部＝東都大学野球秋季１部リーグ・
対青山学院大学戦（①９月３日㈯・県営あづ
ま球場〈福島県福島市〉、②９月４日㈰・ヨ
ーク開成山スタジアム〈福島県郡山市〉）
柔道部＝男子41回・女子38回東京学生柔道
体重別選手権大会（９月４日㈰・講道館〈東
京都文京区〉）、全日本ジュニア柔道体重別選
手権大会（９月10日㈯、11日㈰・埼玉県立
武道館〈埼玉県上尾市〉）

　念願の関東大学リーグ１部昇格を果たした国学院大
学ソフトテニス部女子の主力は、コロナ禍に直面し続
けた２年生トリオだ。高校最後の年に全国大会が軒並
み中止され、大学１年次には１部との入れ替え戦も見
送られ夢への道が絶たれた。先輩が紡いできた「昇
格の夢」を織り上げた庄司琴里（初教２）、久保田茜
（日文２）、原千晴（中文２）の３選手にテニスへの
思いを聞いた。
　３選手とも小学校低学年までにはテニスボールに
慣れ親しみ、「中学時代は地元（群馬県）で負け知ら
ず」（久保田選手）で実績を重ねた。強豪高校で切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

し、１部まであと一歩と迫っていた同部に入部。
１年次から団体戦のレギュラーに抜擢され、「チーム
から『任されている、頼られている』と感じてコート
に立った」（庄司選手）と、高校時代までとは違う大
学テニスの世界に驚きつつも「練習も試合の流れも
自分たちで考え組み立てられる面白さ」（原選手）と
「自主性」という新たな武器も手に入れた。
　全国レベルで活躍した後輩を迎えた春季リーグでチ
ャンスが巡ってきた。「戦力は整ったが、昇格は簡単
ではない」との小杉誠監督（昭和53卒・86期法）の
予測を覆して順調に勝ち進み、ライバル・立教大学と
の無敗対決も濱島怜奈選手（初教１）と組む庄司ペア
が先勝し、久保田・原ペアで仕留めるという今季の常
勝パターンで押す展開。結果はリーグ全勝で２部を制
し、慶応義塾大学との入れ替え戦にも勝利を収め念願
の１部昇格を決めた。２部優勝の勢いに乗り、久保田
・原ペアは関東大学ダブルス選手権で優勝、134ペア

の頂点に立つという同部初の快挙も成し遂げた。
　９月以降には全日本学生選手権大会（インカレ）や
秋季リーグが待ち受ける。原選手は前衛を担当し、巧
みなスマッシュに加え、試合の流れを読み相手のプレ
ーを封じるポジション取りが特長。後衛の久保田選手
は、どのようなボールも対応できる俊足と試合全体を
コントロールして前衛を生かす試合巧者だ。日本ソ
フトテニス連盟のU20チームにも選ばれる庄司選手
は、速く強力な打球に加え、大きく曲がるカットサー
ブにフォアハンドと比肩する強力なバックハンドが武
器。それぞれ選手としての強みが異なるからこそ、お
互いを生かせると３人は語る。
　互いに認め合う２年生トリオが「高校時代は強豪校
だったからこそ『勝たなきゃいけない』と重圧を感じる
ときもあった。今なら自分とチームのために『勝ちた
い』と思えるテニスができる」（久保田選手）との思いを
秘め、１部での挑戦が始まる。

１
部
昇
格
の
主
力
を
担
っ
た
原
選
手
・

庄
司
選
手
・
久
保
田
選
手（
左
か
ら
）

「勝たなきゃ」ではなく「勝ちたい」
女子2年生トリオ
久保田選手（日文２）・庄司選手（初教２）・原選手（中文２）

ソフトテニス部

インタビューの詳細は「国学院大学メディア」で公開中

オフィスにはファン手作りのグッズや
色紙が並ぶ

先輩に

ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ
ン
グ　

柳
下
桂
一
郎
さ
ん（
平
31
卒
・
127
期
史
）

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に
生
か
す

歴
史
に
思
い
を
は
せ
た
経
験

　
コ
ロ
ナ
禍
で
再
び
注
目
を
集
め
る

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
。「
よ
な
よ
な
エ
ー

ル
」
な
ど
を
手
掛
け
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
最
大
手
「
ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ
ン

グ
」（
長
野
県
軽
井
沢
町
）
に
勤
務
す

る
柳
下
桂
一
郎
さ
ん
（
平
31
卒
・
127
期

史
）
は
、「
物
事
に
思
い
を
は
せ
、
感

情
移
入
し
や
す
い
史
学
脳
」
を
「
知
的

な
変
わ
り
者
」
を
求
め
る
社
風
に
生
か

し
て
い
る
と
い
う
。

 

　
ヤ
ッ
ホ
ー
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
味

わ
い
も
色
も
香
り
も
個
性
的
な
も
の
ば

か
り
。
気
分
や
好
み
に
合
っ
た
ビ
ー
ル

を
自
宅
な
ど
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

も
の
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
「
ち
ょ

っ
と
し
た
息
抜
き
、
ご
褒
美
」
の
時
間

に
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
所
属
す

る
通
販
部
門
の
業
績
を
見
て
も
、
家
飲

み
需
要
の
伸
び
は
明
ら
か
だ
。

　
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
人
気
の
背
景
に
は

ビ
ー
ル
を
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
の「
多
様

化
」が
あ
る
。個
性
的
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
味
わ
い
は
、乾
杯
の
人
数
や
時
間
、

場
所
に
縛
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し

み
を
も
た
ら
し
、こ
れ
ま
で
画
一
的
な

ビ
ー
ル
が
大
半
を
占
め
て
い
た
日
本
の

市
場
に
、新
し
い
ビ
ー
ル
文
化
を
切
り

開
い
た
の
だ
。ヤ
ッ
ホ
ー
で
は「
ビ
ー
ル

に
味
を
！
人
生
に
幸
せ
を
！
」と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
る
。ビ
ー
ル
の
開

発
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、部
門
に
か
か
わ
ら
ず
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
、多
様
な
視
点
を
交
え

て
の
議
論
を
す
る
の
が
常
だ
。「
知
的
な

変
わ
り
者
」の
融
合
が
新
た
な
ビ
ー
ル

の
文
化
や
楽
し
み
方
を
生
み
出
す
原
動

力
に
な
る
と
歓
迎
さ
れ
る
。私
の
史
学

科
で
の「
過
去
の
事
象
や
人
々
の
暮
ら

し
に
思
い
を
は
せ
る
」経
験
も
、お
客
様

が
ヤ
ッ
ホ
ー
の
ビ
ー
ル
と
と
も
に
過
ご

す
時
間
へ
の
感
情
移
入
に
生
き
て
い
る

し
、歴
史
を
学
ん
だ
身
と
し
て
、自
分
た

ち
で
０
か
ら
ビ
ー
ル
や
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
歴
史
を
創
り
出
し
て
い
く
こ

と
に
面
白
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　
元
々
は
社
会
科
の
教
員
を
目
指
し
て

国
学
院
大
学
に
入
学
し
た
が
、
３
年
次

に
「
歴
史
が
好
き
な
こ
と
と
歴
史
を
教

え
る
こ
と
は
違
う
」
と
思
い
進
路
変
更

し
た
。「
変
わ
り
者
」
の
視
点
が
歓
迎

さ
れ
、
フ
ラ
ッ
ト
な
社
風
を
有
す
る
ヤ

ッ
ホ
ー
と
出
会
え
た
こ
と
は
幸
い
だ
っ

た
。

　
卒
論
で
は
、
所
属
ゼ
ミ
の
柴
田
紳
一

教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
地
元
・

横
浜
と
ビ
ー
ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
西
洋

文
化
の
伝
播
を
探
っ
た
。
今
で
は
そ
の

研
究
成
果
を
基
に
日
本
の
ビ
ー
ル
文

化
、
歴
史
的
背
景
な
ど
一
歩
深
い
点
を

起
点
と
し
た
話
を
、
フ
ァ
ン
の
方
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
自
負
し
て

い
る
。
広
報
団
体
の
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
学
報
編
集
な
ど
を
経
験
し
た

こ
と
も
現
職
に
繫
が
っ
て
い
る
。
記
事

を
書
く
に
当
た
り
「
読
者
は
何
を
求
め

て
い
る
の
か
」
を
考
え
た
こ
と
は
、
今

の
仕
事
で
「
お
客
様
が
欲
し
て
い
る
の

は
何
か
」
を
模
索
す
る
こ
と
に
通
じ

る
。
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
を
考

え
、
実
現
さ
せ
た
経
験
も「
個
性
」が
求

め
ら
れ
る
今
の
仕
事
に
生
き
て
い
る
。

　
史
学
科
の
後
輩
に
は
、「
学
び
で
得

た
も
の
は
歴
史
に
関
わ
る
仕
事
以
外
に

も
生
き
る
」
と
伝
え
た
い
。「
歴
史
上

の
事
象
に
向
き
合
い
思
い
を
は
せ
、
感

情
移
入
し
た
経
験
」
は
、
自
分
の
仕
事

の
先
に
あ
る
事
象
を
考
え
る
力
に
繫
が

り
、
多
様
な
仕
事
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。 

（
談
）

やぎした・けいいちろう　平成31年国学院大学文学部
史学科日本史学コース卒業、横浜市出身。在学時には学
生アドバイザーとして学報編集、ラジオ出演、イベント
企画などを経験。クラフトビールメーカー「ヤッホーブ
ルーイング」で通販部門に所属し、マーケティングや製
品開発に取り組む。
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　国学院大学が例年、３月の卒業証書授与と併せ
実施している卒業生アンケート調査の結果がまと
まった。この調査は、学修成果や大学生活の満足
度など５項目全18問で実施し、学部・神道学専
攻科・別科神道専修の卒業生2537人中2180人
が回答した（回答率85.9％）。
　大学生活の満足度は「とても満足」「満足」「や
や満足」との回答が約８割となった一方で、「や
や不満足」「不満足」「とても不満」との回答が約
２割とコロナ禍前の令和元年度調査、２年度調査
の約16％から増加し、満足度の低下を示す結果

となった。
　学修成果については、学部学科の学修と成長し
た力の関連性も表れた。一例では、日本に対する
理解が深まったかを問う設問で日本文・史・神道
文化学科の約７割（全学46.9％）が「あてはま
る」と回答した。全学では、思考力・判断力・表
現力が身についたかを問う設問で約９割が「あて
はまる」「少しあてはまる」と回答。４年間での
成長を実感している結果となった。
　自由記述回答では、身に付いた力として「オンラ
イン授業となったことでのスケジュール管理能

力」「１人でも目標に向かい努力する力」など学修
に向き合い成長した点が寄せられた。大学に対し
ては「この大学でしか培えないものがあった」「意
欲のある学生を応援してくれる」という声の一方、
コロナ禍での「大学からの情報発信の遅さ」「学生
目線に合わせた大学運営の不足」などの意見が挙
がった。後輩へのアドバイスでは「興味のある分野
をつきつめ続けてほしい」「悔いなく全力で楽しん
でほしい」といった声が寄せられた。
　調査結果は本学ホームページで公開
している＝ＱＲコード。

　男子第71回全日本学生柔道優勝大会が６月25、26
日に日本武道館（東京都千代田区）で開催され、国学
院大学柔道部は中止となった令和２年度大会を除き、
４年連続でベスト16となった。優勝は東海大学で６
年連続26回目。
　この大会は、体重無差別の７人による団体戦で行わ
れ、全国から62大学が参加した。同部は一回戦で清
和大学（千葉）との対戦に臨み、次鋒・寺島悠太選手
（健体３）が先勝すると３人目の五将・押領司龍星選
手（経営４＝写真）も背負い投げからけさ固めに持ち
込む合わせ技で勝利。６人目の副将・斉本研アレクサ

ンドル選手（健体４）も勝利し、３－０で快勝した。
二回戦の愛知大学戦では、先鋒・後藤颯太選手（健体
１）、次鋒・平山隆博選手（神文４）、五将・斉本選手
がそれぞれ一本を奪い３連勝。チームに勢いをつける
と副将・寺島選手、大将・騰川雄一朗選手（法３）も
勝利し、５－０と圧倒する実力をみせた。
　三回戦では、重量級の選手をそろえる強豪の天理大
学（奈良）と対戦し１－４で敗れたものの、４人目の
中堅・押領司選手は90kg級ながら、二階級上となる
100kg超級の選手に得意の背負い投げを決め、技あ
りを奪い勝利する活躍をみせた。

令和３年度卒業生アンケート調査

約８割が大学生活満足もコロナ禍前より不満足増

柔道部

全日本学生柔道優勝大会 ４年連続ベスト16

主なアンケート調査の結果（全体）

大学生活にどの程度満足しているか

▶後輩へのアドバイス
　● ４年間は長いようで短い。興味のある分野をつき
つめ続けて楽しい学生生活にしてほしい

　● 他学部の授業も面白いものが多くある。広い視野
や興味を持ちさまざまな授業を受けてほしい

　● コロナ禍で２年間あってなかったようなもの。現
役生は悔いなく友人関係などは大切にしてほしい

▶大学への意見
　● 国学院ではたくさんのことを学べたし、いろいろ
な見方を知ることができた

　● 授業はこの大学でしか培えないものが多かった
　● コロナ禍での学部長からのメッセージを読んで、
この大学で良かったと思えた

　● 学びたい意欲のある人をとことん応援してくれる
大学だと思う

　● 大学側の判断、情報発信が遅く、いつも困った
　● 学生目線に合わせた大学運営を心がけてほしい
　● コロナ禍で学生生活はあまり充実したものではな
かった。部活動などもっと積極的に学校側から支
援してほしかったし、できたことがあったのでは
ないか

自由記述欄コメント（一部・抜粋）

とても満足
18.1%

満足
34.6%

やや満足
26.7%

やや不満足
10.0%

不満足
2.8%

とても不満 7.6%
無回答 0.1%

20.7

19.5

18.1

41.4

38.6

34.6

21.4

26.0

26.7

4.6

6.4

10.0

1.7

1.9

2.8

9.8

7.3

7.6

0.4

（％）

0.2

0.1

元年度

２年度

３年度（今回）

とても満足 満足 やや満足
やや不満足 不満足 とても不満 無回答

［大学生活満足度の３ヵ年推移］

日本に対する
理解が深まった

あてはまる
46.9%少し

あてはまる
43.9%

少しあて
はまらない
6.7%

あてはまらない 2.5%

現代社会を生きていくた
めに必要な思考力・判断
力・表現力が身に付いた

あてはまる
42.9%少し

あてはまる
47.9%

少し
あてはまらない

7.5%

あてはまらない
1.5%

無回答 0.1%

他者と協働して、
最適な解を導き出そう
という体験が得られた

あてはまる
45.5%少し

あてはまる
43.7%

少し
あてはまらない

8.1%

あてはまらない
2.5%

無回答 0.2%


